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一
　
緒
言

非
択
滅
は
、
五
位
七
十
五
法
に
お
い
て
虚
空
、
択
滅
と
と
も
に
無
為

法
を
構
成
す
る
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
非
択
滅
は
、
先
行
し
て
登
場
し

た
択
滅
と
い
う
法
の
範
疇
に
入
ら
な
い
事
象
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
）
1
（

。

択
滅
と
は
、
四
諦
を
対
象
と
す
る
智
慧
（
択
力
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

有
漏
法
か
ら
の
離
繋
と
さ
れ
、
涅
槃
の
異
名
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
非
択
滅
は
、『
倶
舎
論
』
で
は
、
択
力
に
拠
ら
な
い
滅
で
あ
り
、

未
来
の
法
が
生
起
す
る
縁
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
、
永
遠
に
未
来
に
留

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
る
。

非
択
滅
の
事
例
と
し
て
、『
倶
舎
論
』
は

如
下
眼
與
レ
意
專
二
一
色
一
時
上
、
餘
色
聲
香
味
觸
等
謝
、
縁
二
彼
境
界
一
五
識
身

等
、
住
二
未
來
世
一
畢
竟
不
レ
生
。
由
二
彼
不
一
レ
能
レ
縁
二
過
去
境
一
。
縁
不
レ
具
故

得
二
非
擇
滅
一
。 

（
大
正
二
九
、
一
下
―
二
上
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

と
い
う
例
を
挙
げ
る
。
中
国
と
日
本
の
倶
舎
学
で
は
、
こ
の
文
の
眼
と

意
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
一
つ
の
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
『
倶
舎
論
』
の

注
釈
書
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

考
察
を
行
い
た
い
。

二
　
中
国
に
お
け
る
解
釈

初
め
に
、
中
国
に
お
け
る
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
中
国
の
注
釈
書
に

お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
記
述
が
確
認
で
き
る
の

は
、
普
光
著
『
倶
舎
論
記
』
と
法
宝
著
『
倶
舎
論
疏
』
の
二
つ
で
あ

る
。
以
下
で
は
、『
倶
舎
論
記
』、『
倶
舎
論
疏
』
の
順
に
考
察
を
行
う
。

①
普
光
著
『
倶
舎
論
記
』

ま
ず
、『
倶
舎
論
記
』
の
解
釈
を
確
認
す
る
。

如
下
眼
與
レ
意
識
前
後
相
續
專
二
一
色
一
時
上
、
言
レ
眼
已
攝
二
眼
識
一
。
以
二
見
レ
色

時
必
有
一
レ
識
故
。
或
言
レ
意
者
、
所
謂
眼
識
。
十
二
處
中
亦
名
レ
意
故
。
或

言
レ
意
者
、
所
謂
意
處
。
以
二
七
心
界
皆
名
一
レ
意
故
。 

（
大
正
四
一
、
一
三
中
）
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こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
普
光
は
三
つ
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

第
一
の
解
釈
は
、
眼
を
眼
根
と
眼
識
と
し
、
意
を
意
識
と
解
釈
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
眼
に
眼
識
を
加
え
た
理
由
を
、
普
光
は
色
を
見

る
時
に
は
必
ず
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。

第
二
の
解
釈
は
、
眼
を
眼
根
、
意
を
眼
識
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
意
を
眼
識
と
解
釈
で
き
る
理
由
を
、
普
光
は
十
二
処
の

分
類
で
は
眼
識
は
意
に
分
類
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

第
三
の
解
釈
は
、
眼
を
眼
根
、
意
を
意
処
（
七
心
界
）
と
す
る
説
で

あ
る
。

②
法
宝
著
『
倶
舎
論
疏
』

次
に
、『
倶
舎
論
疏
』
の
記
述
を
確
認
す
る
。

如
眼
與
意
專
一
色
時
者
、
眼
謂
眼
根
、
意
謂
意
識
。
即
是
有
二
一
分
意
識
一
取
レ 

色
之
時
、
餘
識
等
法
得
二
非
擇
滅
一
。
或
即
眼
識
。
以
二
意
名
一
説
。
或
專
二
一
青

等
色
一
時
、
同
時
黄
等
色
及
四
境
念
念
滅
者
、
能
縁
二
彼
境
一
五
識
等
法
、
住
二

未
來
世
一
畢
竟
不
レ
生
。
以
二
彼
不
一
レ
能
レ
縁
過
去
故
。
亦
不
三
更
能
縁
二
餘
境
一

故
。
正
理
論
云
、
如
下
眼
與
レ
意
專
二
一
色
一
時
上
、
於
二
所
餘
色･

及
一
切
聲･

香･

味･

觸
等
念
念
滅
中
一
、
縁
レ
彼
少
分
意
及
法
處
、
得
二
非
擇
滅
一
。
以
下
五

識
身
與
二
一
分
意
識
身
等
一
、
於
二
已
滅
境
一
終
不
上
レ
能
レ
生
。
縁
二
倶
境
一
故
。

述
曰
、
一
分
意
識
者
、
如
二
八
勝
處
等
一
。
唯
縁
二
現
境
一
不
レ
縁
二
過
去
一
。
亦

所
縁
定
故
、
得
二
非
擇
滅
一
。
意･

及
法
處
者
、
意
是
諸
識
、
法
處
者
、
心
所

及
四
相
等
。 

（
大
正
四
一
、
四
七
三
下
―
四
七
四
上
）

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
法
宝
は
二
つ
の
解
釈
を
提
示
す
る
。

第
一
の
解
釈
は
、
眼
を
眼
根
、
意
を
意
識
（
一
分
の
意
識
）
と
解
釈
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
法
宝
は
意
識
を
一
分
の
意
識
と
限
定
し
て
い

る
。
一
分
の
意
識
と
は
、
八
勝
処
の
よ
う
に
、
現
在
の
境
の
み
を
対
象
と

し
、
過
去
の
境
を
対
象
と
し
な
い
意
識
を
指
す
と
い
う
。
ま
た
、
意
を

一
分
の
意
識
と
解
釈
す
る
根
拠
を
『
順
正
理
論
』
の
記
述
と
し
て
い
る
。

第
二
の
解
釈
は
、
眼
を
眼
根
、
意
を
眼
識
と
解
釈
を
す
る
も
の
で
、

こ
れ
は
『
倶
舎
論
記
』
の
第
二
の
解
釈
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

三
　
日
本
に
お
け
る
解
釈

次
に
、
日
本
に
お
け
る
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
日
本
の
注
釈
書
に
お

い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
記
述
が
確
認
で
き
る
の

は
、
湛
慧
著
『
倶
舍
論
指
要
鈔
』、
快
道
著
『
倶
舍
論
法
義
』、
普
寂
著

『
倶
舍
論
要
解
』
の
三
つ
で
あ
る
。
以
下
で
は
、『
倶
舍
論
指
要
鈔
』、

『
倶
舍
論
法
義
』、『
倶
舍
論
要
解
』
の
順
に
考
察
を
行
う
。

①
湛
慧
著
『
倶
舍
論
指
要
鈔
』

初
め
に
『
倶
舍
論
指
要
鈔
』
の
記
述
を
確
認
す
る
。

如
眼
與
意
至
得
非
擇
滅
文
。
此
依
二
婆
沙
三
十
二
五
紙

右

意
一
。
光
釋
二
眼･

意
一
有

二
三
義
別
一
。
寶
有
二
二
釋
一
。
泰
疏
不
レ
明
。
今
謂
寶
疏
第
一
爲
レ
正
與
光
第
一

稍
有
不
同
。
何

者
、
眼
爲
二
眼
根
一
、
意
爲
二
意
識
一
、
不
レ
違
二
常
例
一
。
有
二
何
所
一
レ
妨
用
下
意

言
二
意
處
一
或
言
中
眼
識
上
爲
。
又
擇
二
擧
意
識
一
亦
有
二
深
致
一
。
意
識
通
縁
二
三
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世
一
。
五
識
唯
局
二
現
境
一
。
欲
四
後
明
三
五
識
得
二
非
擇
滅
一
故
、
今
擧
二
意
識
一
。

彼
六
識
中
若
約
二
五
識
一
、
不
生
之
義
分
明
易
レ
見
。
局
二
現
境
一
故
。
若
約
二
意

識
一
、
理
或
混
淆
。
縁
二
三
世
一
故
。
是
以
前
擧
二
意
識
一
、
後
約
二
五
識
一
而
言
。

又
舊
倶
舍
明
言
二
意
識
及
眼
根
一
。
不
レ
須
二
他
求
一
。
舊
倶
舍
云
。
譬
如
下
有
レ 

人
意
識
及
眼
根
縁
二
一
色
塵
一
起
上
。
是
時
餘
色
聲
香
味
觸
等
悉
有
二
即
謝
一
。
五

識
聚
不
レ
能
二
縁
レ
彼
爲
レ
境
更
生
一
。
何
以
故
、
五
識
無
レ
有
下
功
能
縁
二
過
去

塵
一
爲
上
レ
境
。
是
故
識
等
有
二
非
擇
滅
一文 

（
大
正
六
三
、
八
二
八
中
―
下
）

湛
慧
は
、『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
の
解
釈
、
つ
ま
り
、
眼
を
眼
根
、

意
を
意
識
（
一
分
の
意
識
）
と
す
る
解
釈
を
正
し
い
解
釈
で
あ
る
と
す

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
旧
訳
（
真
諦
訳
の
『
倶
舎
釈
論
』）
に
お
い
て

「
意
識
及
眼
根
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
湛
慧
に
よ
れ
ば
、
眼
根
に
加
え
て
、
意
識
を
加
え
た
こ
と
に
は

深
い
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
五
識
が
現
在
の
境
の
み
を
対
象

と
す
る
の
に
対
し
て
、
意
識
は
三
世
の
境
を
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
対
象
と
な
る
べ
き
境
が
過
去
に
去
っ
た
た
め
に
不
生
と

な
る
、
と
い
う
非
択
滅
を
説
明
す
る
場
合
、
五
識
で
ま
と
め
た
方
が
分

か
り
易
く
な
る
。
そ
の
為
『
倶
舎
論
』
で
は
、
最
初
に
意
識
を
挙
げ

て
、
そ
の
後
に
「
五
識
が
非
択
滅
を
得
す
」
と
述
べ
て
い
る
と
す
る
。

②
快
道
著
『
倶
舍
論
法
義
』

次
に
『
倶
舍
論
法
義
』
の
記
述
を
確
認
す
る
。

示
レ
事
中
、
眼
是
眼
根
、
眼
識
必
具
。
意
謂
意
識
。
舊
論
曰
、
意
識
及
眼
根
。

（
中
略
）
寶
疏
初
釋
爲
レ
是
。
後
非
也
。
光
記
三
釋
並
非
也
。
初
釋
同
レ
寶
而

不
レ
分
レ
意
爲
レ
異
。 

（
大
正
六
四
、
三
〇
上
）

快
道
は
、
眼
を
眼
根
と
眼
識
、
意
を
意
識
（
一
分
の
意
識
）
と
解
釈

す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、『
倶
舍
論
指
要
鈔
』
と
同
じ
く
、
旧
訳

の
記
述
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
は
『
倶
舎
論
疏
』
の
第

一
釈
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
確
認
で
き
る

『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
の
記
述
を
見
る
限
り
、
眼
に
眼
識
を
加
え
る

と
い
う
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
『
倶
舍
論
指
要
鈔
』
や
『
倶
舍

論
要
解
』
の
記
述
を
見
て
も
、『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
を
、
眼
を
眼

根
の
み
と
解
釈
す
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
快
道
が

『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
を
こ
の
様
に
解
釈
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
所
、
確
定
で
き
な
い
。

ま
た
快
道
は
、『
倶
舎
論
記
』
の
第
一
釈
と
『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一

釈
の
違
い
を
、
意
識
を
分
割
し
て
解
釈
す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
、
と

し
て
い
る
。

③
普
寂
著
『
倶
舍
論
要
解
』

最
後
に
『
倶
舍
論
要
解
』
の
記
述
を
確
認
す
る
。

諸
解
各
有
二
一
理
一
於
レ
中
寶
第
一
解
應
レ
正
。
舊
論
文
旨
彰
然
可
レ
尋
。

 

（
仏
全
八
九
、
三
〇
）
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普
寂
も
、『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
が
正
し
い
と
す
る
。
根
拠
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
旧
訳
の
記
述
を
挙
げ
て
い
る
。

四
　
結
語

最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
、
中
国
と
日
本
の
注
釈
の
傾
向
の
違
い
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
点
目
は
中
国
の
注
釈
で
は
、
幾
つ
か
の
解
釈
を
示
す
だ
け
で
、
ど

の
解
釈
が
正
し
い
の
か
を
述
べ
る
こ
と
が
な
い
の
に
対
し
て
、
日
本
の

注
釈
で
は
、
そ
の
中
で
一
番
正
し
い
解
釈
を
指
定
し
て
い
る
（
三
書
と

も
に
『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
を
正
し
い
と
す
る
）
点
で
あ
る
。

二
点
目
が
、
旧
訳
の
扱
い
で
あ
る
。『
倶
舎
論
記
』
で
示
さ
れ
る
三

釈
に
は
、
旧
訳
の
記
述
と
同
様
の
眼
根
と
意
識
と
い
う
解
釈
が
存
在
し

な
い
。『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
は
、
旧
訳
の
記
述
と
同
様
の
解
釈
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
旧
訳
の
記
述
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
注
釈
書
で
は
、
全
て
旧
訳
の
記
述
に
言
及
し

て
、『
倶
舎
論
疏
』
の
第
一
釈
を
正
し
い
説
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
内
、
旧
訳
の
扱
い
に
関
し
て
、
中
国
と
日
本
の
注
釈
書
の
旧
訳

の
引
用
回
数
を
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
中
国
の
注
釈
書
で

は
、『
倶
舎
論
記
』
が
四
回
、『
倶
舎
論
疏
』
が
二
回
引
用
す
る
。
一
方

の
日
本
の
注
釈
書
は
、『
倶
舎
論
指
要
鈔
』
が
七
十
五
回
、『
倶
舎
論
法

義
』
が
六
十
六
回
、『
倶
舎
論
要
解
』
が
十
回
引
用
す
る
。
明
ら
か
に

中
国
の
注
釈
書
の
方
が
引
用
す
る
回
数
が
少
な
い
。

普
光
と
法
宝
は
玄
奘
門
下
で
あ
る
た
め
、
玄
奘
訳
を
重
視
す
る
傾
向

が
あ
り
）
2
（

、
そ
の
為
に
旧
訳
の
引
用
回
数
が
少
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
の
日
本
の
注
釈
者
た
ち
は
玄
奘
と
国
も
時
代
も
異
な
っ
て
い

る
た
め
玄
奘
の
影
響
は
普
光
な
ど
と
比
べ
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
事
が
、
中
国
と
日
本
の
注
釈
書
に
お
け
る
旧
訳
引
用
数
の

違
い
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
　
小
川
宏
﹇
一
九
七
九
﹈
七
二
一
頁
。

2
　
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
例
を
挙
げ
る
と
、『
倶
舎
論
記
』
で
は
一
四
五
七

回
の
引
用
の
内
、
玄
奘
訳
は
総
数
の
九
割
五
分
に
あ
た
る
一
三
九
八
回
引

用
さ
れ
る
。
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（
大
正
大
学
大
学
院
）


